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くまもと子ども芸術祭2014 in 人吉
人吉市職員の数と給与

元気なあなたがまちの主役！

老人クラブ特集



目 次
ひ

と
よ

し
で

輝
く

人

派
遣
さ
れ
た
開
発
途
上
国
で
、
経
済
や

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
青
年
海
外
協
力
隊
。
日

本
語
教
育
を
担
当
す
る
隊
員
と
し
て
、
７
月

か
ら
２
年
間
ト
ン
ガ
に
派
遣
さ
れ
る
。

　

海
外
で
働
く
こ
と
を
夢
見
て
、
大
学
は
外

国
語
学
部
に
進
学
。
卒
業
後
は
福
岡
県
の
日

本
語
学
校
で
日
本
語
教
師
と
し
て
働
い
て
き

た
。
昨
年
の
春
、
た
ま
た
ま
目
に
留
ま
っ
た

青
年
海
外
協
力
隊
の
ポ
ス
タ
ー
を
き
っ
か
け

に
一
念
発
起
し
て
応
募
。
狭
き
門
を
突
破
し

隊
員
に
選
ば
れ
た
。

　

第
一
希
望
だ
っ
た
と
い
う
派
遣
先
の
ト
ン

ガ
は
、
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
群
か
ら
な
る

小
さ
な
国
。「
日
本
語
教
師
を
募
集
し
て
い

た
の
で
、
調
べ
て
み
る
と
日
本
語
教
育
が
と

て
も
盛
ん
な
国
。
な
ぜ
だ
ろ
う
と
気
に
な
っ

て
、
好
奇
心
で
希
望
し
ま
し
た
」
と
笑
う
。

　

ト
ン
ガ
で
は
中
高
一
貫
の
公
立
学
校
で
子

ど
も
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
る
予
定
。「
日

本
語
学
校
で
は
、
外
国
人
が
日
本
語
を
使
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
し

た
。
で
も
ト
ン
ガ
で
は
、
日
本
語
が
使
え
る

子
ど
も
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
渕
田
さ
ん
。「
言
葉
だ
け
で
な
く
、

そ
の
背
景
に
あ
る
習
慣
や
考
え
方
な
ど
、
日

本
語
を
通
じ
て
異
な
る
文
化
の
楽
し
さ
を
伝

え
ら
れ
た
ら
大
成
功
で
す
」

　

と
は
い
え
、
渕
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
ト
ン

ガ
は
未
知
の
世
界
。「
向
こ
う
に
着
い
て
最

初
の
１
カ
月
は
ト
ン
ガ
語
の
勉
強
で
す
。
そ

れ
に
学
校
の
先
生
は
腰
み
の
の
よ
う
な
民
族

衣
装
を
着
け
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い
ん
で

す
が
、
似
合
う
か
な(

笑)

」。
ま
ず
は
自
分

か
ら
、
異
文
化
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
く
。

青年海外協力隊として７月から
トンガに派遣される

渕田 克己 さん（東間下町）

ふちた　かつみ
昭和61年11月21日生まれ。O型。第一
中学校、球磨工業高校を卒業後、北九州
市立大学外国語学部で英語を学ぶ。その
後、福岡県にある日本語学校に日本語教
師として勤務。高校時代は強豪として知
られるカヌー部に所属し、全国大会にも
出場。「トンガにも木でつくられた伝統
的なカヌーがあるようなので、こいでみ
たい。南の海での魚釣りも楽しみです」

地域の安全と安心を守って40年
　

昭
和
49
年
４
月
に
発
足
し
、
今
年
で
40

周
年
を
迎
え
た
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
の

記
念
式
典
が
５
月
31
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で

消
防
職
員
に
よ
る
通
常
点
検
を
実
施
。
終

了
後
会
場
を
移
し
、
構
成
６
市
町
村
の
首

長
や
同
組
合
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
関
係
者
が

出
席
す
る
式
典
で
40
周
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。
式
典
で
は
同
組
合
管
理
者
の
田

中
市
長
が
「
今
後
も
消
防
行
政
が
一
枚
岩

と
な
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
を

提
供
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
消
防
行

政
特
別
功
労
や
職
員
永
年
勤
続
の
表
彰
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

の
職
員
意
見
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演

技
の
披
露
や
40
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
が
あ
り
、
組
合
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

記念式典で式辞を述べる田中市長（上）／手作りのボードで40周年を
祝った神瀬保育園（球磨村）の園児たち（下左）／山江保育園（山江村）
の園児たちは鼓笛隊の演奏で式典に花を添えた（下右）
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元気なあなたがまちの主役！

老人クラブ特集

　人口減少とともに高齢化が進む人吉市。そんな中で、まちを元気にするのは「元気な高齢者」です。
元気な高齢者が集う「老人クラブ」の活動に参加して、いつまでも笑顔で元気に過ごしませんか？

増
加
す
る
人
吉
市
の

高
齢
者

　

み
な
さ
ん
の
周
り
を
見
渡
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
近
所
に

高
齢
者
は
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す

か
？  

人
吉
市
の
５
月
末
現
在
の

人
口
は
３
万
４
５
５
０
人
。
そ
の

う
ち
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は

１
万
９
９
７
人
で
、
高
齢
化
率
は

約
32
㌫
。
人
口
は
年
々
減
っ
て
い

ま
す
が
高
齢
者
は
少
し
ず
つ
増
え

続
け
、
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。

「
元
気
な
高
齢
者
」
を

増
や
す
老
人
ク
ラ
ブ

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
ま
ち
を

活
性
さ
せ
る
鍵
と
な
る
の
が
「
元

気
な
高
齢
者
」。
高
齢
化
社
会
は
、

言
い
換
え
れ
ば
高
齢
者
が
主
役
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

高
齢
者
が
元
気
に
過
ご
す
こ
と

は
、
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
元
気
な
高
齢
者
」
を
増
や
し
、

地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
の

が
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
市
内

に
は
地
域
ご
と
に
作
る
62
の
「
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
、
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
を
束
ね
る
「
人
吉
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
」（
以
下
市
老
連
）

が
あ
り
、
約
３
５
０
０
人
が
会
員

と
し
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
に
つ

な
が
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
元
気
な
高
齢

者
が
一
人
暮
ら
し
や
体
の
弱
い
高

齢
者
を
支
援
す
る
友
愛
活
動
、
児

童
生
徒
の
登
下
校
時
に
見
守
り
を

す
る
こ
ど
も
王
国
保
安
官
活
動
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

ほ
か
に
も
多
彩
な
行
事
を
実
施

し
、
高
齢
者
の
地
域
貢
献
や
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
健
康
維
持
や
介
護
予

防
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
長
年

培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
社
会
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人吉市の老人クラブ会員数 （人）
に
役
立
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
に
多
く
の
仲

間
が
増
え
る
こ
と
で
心
の
安
ら
ぎ

や
充
実
感
が
得
ら
れ
、
心
身
と
も

に
「
元
気
な
高
齢
者
」
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
の

減
少

　　

市
老
連
は
昭
和
39
年
４
月
に
発

足
し
、
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
会
員
数
は
平
成
8
年
が
最

高
で
４
５
８
２
人
。
し
か
し
こ
こ

数
年
は
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
の
に
反
し
会
員
数
が
減
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
で
き

る
60
歳
以
上
の
本
市
の
人
口

は
１
万
３
８
１
０
人
（
５
月

末
現
在
）。
市
老
連
の
会
員
は

３
４
９
４
人
で
、
加
入
率
は
約
25

㌫
と
決
し
て
高
い
数
字
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

減
少
し
て
い
る
理
由
と
し
て

は
、
定
年
を
迎
え
て
も
年
金
受
給

ま
で
働
き
続
け
る
人
や
個
人
で
過

ご
す
人
が
増
え
た
こ
と
、
高
齢
者

の
趣
味
が
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
の
60

代
は
ま
だ
ま
だ
若
々
し
い
方
が
多

い
の
で
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い

う
名
前
に
抵
抗
が
あ
り
、
入
会
を

躊ち
ゅ
う
ち
ょ
躇
し
て
い
る
方
も
多
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

“
長
期
戦
”
と
な
る

第
二
の
人
生
の
た
め
に

　　

日
本
の
平
均
寿
命
は
世
界
最
長

の
84
歳
で
す
。
今
後
も
平
均
寿
命

は
延
び
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

長
寿
で
元
気
な
高
齢
者
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
人
に

長
い
長
い
第
二
の
人
生
が
待
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
時
間
を

笑
顔
で
過
ご
す
た
め
に
「
老
人
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
が
役
立
つ
は
ず
で

す
。 

老人クラブの役割
超高齢社会の主役となるのが「元気な高齢者」。老人クラブ
活動は、その元気の源となっています。

元気なあなたがまちの主役！　　老人クラブ特集
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日
時　

８
月
30
日
㈯　

午
後

１
時
～
４
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

入
場
料　

無
料

内
容　

式
典
（
午
後
１
時
～

２
時
）、
演
芸
（
午
後
２
時

10
分
～
４
時
）

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
日
舞

な
ど
）

・
劇
団
「
き
ゃ
あ
」　

演
目
：

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

そ
の
他　

演
芸
は
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
以
外
の
方
で
も
入
場

で
き
ま
す
。
た
だ
し
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
（
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内   

☎
㉓

３
９
２
７
）

老人クラブの活動
老人クラブでは多彩な活動を通して会員の交流や社会貢献を
しています。そんな活動の一部を紹介します。

スポーツ活動
　

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
、
年
に
数

回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と

の
ク
ラ
ブ
で
は
週
に
２
～
３
回

集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

みんなでワイワイ
楽しかばい！

友愛活動
　

高
齢
者
同
士
が
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
元
気
な

高
齢
者
が
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

宅
の
訪
問
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
話
し
相
手
や
日
常
生
活
の

援
助
を
実
践
す
る
シ
ル
バ
ー
ヘ

ル
パ
ー
の
受
講
者
は
１
１
０
０

人
を
突
破
。
訪
問
で
は
、
体
調

を
確
認
し
た
り
困
り
ご
と
が
な

い
か
尋
ね
た
り
し
て
い
ま
す
。

地域の高齢者宅を
訪問してます！

ボランティア活動
　

こ
ど
も
王
国
保
安
官
活
動
で

は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
見
守

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
全
確

保
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
校

で
の
出
来
事
な
ど
子
ど
も
た
ち

と
の
会
話
を
一
番
の
楽
し
み
に

活
動
し
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、

地
域
ご
と
に
公
民
館
や
神
社
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

子どもたちの安全を
見守ってます！

劇団「きゃあ」

入会希望の方や興味のある方は、お住まいの町内の老人クラブまたは市老連にお問い合わせください。

　　問合せ　市老人クラブ連合会事務局（市老人福祉センター内   ☎２３－３９２７）
　　　　　　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１  内線１２３１）

仲間や子どもたちとの会話が楽し
いです。会話をすることでぼけ防
止や気晴らしになるので自分のた
めと思い活動しています。病気な
んてしとられんばい！

山
口 

政
末
さ
ん

　
　

 

ミ
ツ
コ
さ
ん
（
七
地
町
）

上
村 

ヒ
ツ
ジ
さ
ん
（
上
薩
摩
瀬
町
）

山
本 

キ
ク
エ
さ
ん(

矢
黒
町
）

松
永 

亮
子
さ
ん
（
大
畑
町
）

老人クラブでは町内の清掃やグラ
ウンドゴルフなどをしています。
みんなで集まっておしゃべりをし
たり、体を動かしたり健康にもい
いしとても楽しかよ～！

一人暮らし宅への訪問活動がある
のでお互い会話をする相手ができ
て活気づくし、安心して暮らせま
す。それに、みんなに会うからい
つでもオシャレば忘れんばい！

佐
高 

千
代
子
さ
ん
（
大
畑
町
）

▲グランドゴルフ大会に参加された皆さん

▲大畑町のシルバーヘルパーの皆さん

▲蓑野町のこども王国保安官の皆さん

老人クラブ会員の声

元気なあなたがまちの主役！　　老人クラブ特集

市
老
連
50
周
年
記
念
大
会

を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
生
む
老
人
ク
ラ
ブ

　

昔
は
、
若
い
人
が
地
域
の
高
齢
者
の
お
世
話
や
見
守

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
高
齢
者
同
士
で
見
守
り
を
す
る
時
代
で
す
。
こ
の

よ
う
な
社
会
で
は
、
高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
が
と
て
も
大
事
な
存
在
で
す
。

　

こ
こ
数
年
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
60
代
の
加
入
が
少
な

く
、
会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。「
ま
だ
若
っ
か
け

ん
よ
か
」
と
言
う
方
や
、
高
齢
者
の
集
団
に
入
る
こ
と

で
余
計
に
年
を
取
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
方
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
会
員
同
士
で
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

こ
と
で
情
報
交
換
が
で
き
た
り
、
気
分
転
換
や
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
っ
た
り
と
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
60
代
の
方
に
は
、
元
気
な
う
ち
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
加
入
に
つ
な
が
る
魅
力
的

な
事
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
代
間
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
頼
ら
れ
る
存
在
に

　

今
後
、
ま
す
ま
す
人
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
無
縁
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
の
中
で
各
世
代
間
の

つ
な
ぎ
役
と
な
り
、頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
。

　

人
吉
は
と
て
も
い
い
ま
ち
で
す
。
こ
の
ま
ち
を
も
っ

と
元
気
に
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
人
吉
な
ら
で
は
の
老

人
ク
ラ
ブ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

人吉市老人クラブ連合会
会長   三倉  重成   さん

市老連会長インタビュー

INTERVIEW
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奉
仕
の
精
神
を
基
に
小
学
校
へ
の

本
の
贈
呈
や
地
域
の
清
掃
な
ど
を
行

う
「
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
人
吉
・

球
磨
協
議
会
」
が
、
今
年
も
郡
市
の

５
小
学
校
に
本
を
贈
り
ま
し
た
。

　

中
原
小
で
は
６
月
３
日
の
児
童

朝
会
の
中
で
贈
呈
式
を
行
い
、
同
協

議
会
の
平
岡
会
長
ら
が
読
書
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
指
定
図
書
18
冊
を
贈

呈
。
図
書
委
員
長
の
一い

ち
お
か岡
晃あ

き
ほ帆
さ
ん

が
「
た
く
さ
ん
の
本
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん
な
で
大
切
に
読

み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
集
ま
っ
て
い
た
全
校
生

徒
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
続
け
ま
し
た
。

全校生徒の前で本を受け取る児童代表ら

みんなで大切に読みたいな
明るい社会づくり運動人吉・球磨協議会図書贈呈

　

基
礎
学
力
の
向
上
と
学
習
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
小

学
４
～
６
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に

行
う
学
習
支
援
「
放
課
後
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
教
室
」
が
、
６
月
３
日
に
開

講
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
４
０
人

が
参
加
。
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後
に

１
時
間
、
国
語
と
算
数
の
こ
れ
ま
で

学
習
し
た
範
囲
を
復
習
し
ま
す
。

　

人
吉
西
小
で
行
わ
れ
た
開
講
式
に

は
同
小
卒
業
生
の
坂
崎
副
市
長
が
出

席
し
、
後
輩
た
ち
を
激
励
。
退
職
さ

れ
た
先
生
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指

導
を
行
う
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
紹
介

の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
早
速
教
室
に

移
り
机
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

学習サポーターが丁寧に指導

学力とやる気をパワーアップ！
放課後パワーアップ教室開講

　

人
吉
市
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使
の

任
命
式
が
６
月
９
日
に
第
一
中
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
、
前
九
州
大
学
総

長
で
現
在
は
福
岡
女
子
大
学
理
事

長
・
学
長
の
梶か

じ
や
ま山

千ち
さ
と里

さ
ん
が
19
人

目
の
親
善
大
使
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
命
式
の
後
は
、
中
学
生
「
志
の

教
育
」
講
演
会
と
し
て
引
き
続
き
梶

山
さ
ん
が
講
演
。
創
造
性
を
持
つ
人

間
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
テ
ー
マ
に
、「
身
の
周
り
の
こ
と

に
興
味
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
答
え

を
出
す
こ
と
。
そ
れ
が
個
性
と
な

り
、
個
性
が
蓄
積
す
る
と
創
造
性
と

な
る
」
と
生
徒
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
り
ま
し
た
。

田中市長から受け取った委嘱状を手にする梶山さん

創造性豊かな人間になるには
人吉市まちづくり親善大使任命式

　

６
月
４
日
～
10
日
の
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
に
合
わ
せ
、
６
月
８
日

に
人
吉
市
歯
科
医
師
会
が
歯
の
無
料

健
診
と
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店
で

は
、
ま
ず
歯
科
医
師
が
虫
歯
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
後
小
学
生
以
下
に

は
フ
ッ
素
塗
布
、
70
歳
以
上
の
人
に

は
飲
み
込
む
力
を
調
べ
る
嚥え

ん
げ下
力
検

査
と
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
つ
人

の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
訪
れ
た
願
成
寺
町
の

大
岩
聖せ

な奈
ち
ゃ
ん
と
勇ゆ

う
と翔

く
ん
は
、

き
ょ
う
だ
い
そ
ろ
っ
て
虫
歯
ゼ
ロ
。

「
甘
い
も
の
を
食
べ
ず
に
歯
磨
き
を

頑
張
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大きく口を開けてお口をチェック！

　
「
環
境
の
日
」
の
６
月
５
日
、
人

吉
球
磨
環
境
協
議
会
が
中
原
小
の
５

年
生
を
対
象
に
環
境
教
室
を
開
き
ま

し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
同
協
議
会

の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
８

人
。
ま
ず
田
村
会
長
が
海
上
自
衛
官

時
代
に
行
っ
た
と
い
う
南
極
の
話
に

触
れ
「
地
球
温
暖
化
で
氷
が
溶
け
て

き
て
い
る
」
と
説
明
。
児
童
は
電
気

や
資
源
な
ど
生
活
の
中
で
の
無
駄
遣

い
を
振
り
返
り
、
最
後
に
「
冷
蔵
庫

の
ド
ア
は
す
ぐ
閉
め
ま
す
」「
ご
飯

は
残
さ
ず
食
べ
ま
す
」
な
ど
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
書
い
た「
エ
コ
宣
言
」

に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

容器に付いているリサイクルマークはどこかな

お口の中の健康をチェック
歯の無料健診・相談

地球のためにできることは？
人吉球磨環境協議会による環境教室

　

老
朽
化
に
伴
い
、
改
築
し
て
新
し

い
プ
ー
ル
に
な
っ
た
東
間
・
人
吉
西
・

中
原
の
３
つ
の
小
学
校
で
、
新
プ
ー

ル
開
き
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
間
小
で
は
、
６
月
18
日
に
６
年

生
が
新
プ
ー
ル
開
き
式
を
開
催
。
校

長
先
生
や
教
育
委
員
の
話
の
後
、
児

童
を
代
表
し
て
豊
永
め
ぐ
み
さ
ん
が

「
心
と
体
を
鍛
え
る
と
同
時
に
大
切
に

使
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
準
備
体
操
を
済

ま
せ
た
児
童
は
少
し
寒
が
り
な
が
ら

も
水
を
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
掛
け
プ
ー

ル
の
中
へ
。
大
き
な
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
、
新
し
い
プ
ー
ル
で
の
初
泳
ぎ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新しいプールに子どもたちのはしゃぎ声が響く

新しいプールは気持ちがいい！
東間小新プール開き式

　

就
職
を
希
望
す
る
来
春
卒
業
予
定

の
人
吉
球
磨
の
高
校
生
約
１
０
０
人

と
地
元
の
５
企
業
に
よ
る
意
見
交
換

会
が
、
６
月
20
日
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー

ク
平
安
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
企
業
の
紹
介
後
、
高
校
生
と
企

業
担
当
者
が
語
り
合
う
座
談
形
式
の

意
見
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。
生
徒
た

ち
は
「
面
接
で
大
切
な
こ
と
は
」「
仕

事
の
や
り
が
い
は
」
な
ど
と
熱
心
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
球

磨
商
業
高
の
尾
上
由
依
さ
ん
（
下
新

町
）
は
「
今
が
一
番
悩
ん
で
い
る
と

き
。
こ
の
時
期
に
直
接
企
業
の
方
の

話
が
聞
け
て
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笑顔も交えながら意見交換が行われた

　

第
40
回
熊
本
県
消
防
救
助
技
術
大

会
（
水
上
の
部
）
が
市
民
プ
ー
ル
で

６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
安
全
確
実
な
救
助
技
術

の
確
立
と
消
防
隊
員
の
知
識
や
技
術

の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

県
下
12
の
消
防
本
部
か
ら
２
５
９

人
の
隊
員
が
出
場
し
た
大
会
で
は
、

水
難
救
助
の
基
本
泳
法
や
要
救
助
者

を
浮
輪
に
つ
か
ま
ら
せ
て
救
助
す
る

「
溺
者
救
助
」
な
ど
、
７
種
目
で
訓

練
し
た
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
、
８
月
27
日
に
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

要救助者を安全・確実に救助する技を競う隊員

社会が求める人材を知る
高校生と企業人との交流会

素早く確実な救助の技を披露
熊本県消防救助技術大会
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第56回熊本県芸術文化祭参加第56回熊本県芸術文化祭参加

〈場所〉人吉市カルチャーパレス 人吉スポーツパレス〈場所〉人吉市カルチャーパレス 人吉スポーツパレス

作品コンクール表彰式　８月９日
13時、展示部門オープニングにて

ポスター原画  ：  小城 舞祝さん（人吉市立第三中学校 ２年）ポスター原画  ：  小城 舞祝さん（人吉市立第三中学校 ２年）

〈展示・体験〉10時～16時〈展示・体験〉10時～16時

7
0
0
年
の
歴
史
に
学
び
今
を
生
き
る
！
そ
し
て
未
来
へ
。

くまもと
子ども芸術祭

２０１４ in 人吉２０１４ in 人吉
平成２６年

〈展示〉13時～17時8月9日㈯
〈ステージ〉13時開場、13時30分開演10日㈰

平成２６年

〈展示〉13時～17時8月9日㈯
〈ステージ〉13時開場、13時30分開演10日㈰

く

まモ
ン登場予定

く

まモ
ン登場予定

入場
無料

《ステージ出演》
●神楽（球磨神楽保存会／人吉市）
●臼太鼓踊り（鬼木町子供臼太鼓踊り／人吉市）
●太鼓（球磨川太鼓保存会／人吉市）
●高野の棒踊り（五木東小学校／五木村）
●羅生門踊り（木上小学校／錦町）
●民謡（球磨の民謡全国選手権大会優勝者／宇城市）
●民舞（舞ＭＹ姫っ子の会／人吉市）
●吟詠（日本吟声流人吉支部／人吉市）
●合唱（人吉東小学校／人吉市）
●吹奏楽（第一中学校吹奏楽部／人吉市）
●ジャズ（つきでＢ．Ｂ．キッズ／熊本市）
●菊池千本槍（菊池女子高校／菊池市）
●忠臣蔵（八千代座子どもカブキ教室／山鹿市）
●司会（人吉高校放送技術研究部／人吉市）

《展示出展》
●いけばな（池坊、小原流）
●伝統建築（球磨工業高校）
●作品コンクール応募作品

（書道、絵画、短歌、工芸、写真）
※作品コンクールの応募作品はスポーツパレスに展示します

《体験出展》
●お茶のおもてなし（表千家、裏千家）
●いけばな（池坊、小原流）
●ウンスンカルタと昔遊び

（鍛冶屋町通りの街並み保存と活性化を計る会）
●しゅんなめじょ（人吉文化協会）
●きじ馬・花手箱の絵付け（宮原工芸）

　「くまもと子ども芸術祭」は、芸術文化を活性化し次世代へつなぐことを目的とした、県内の小学生・中学生・
高校生が主役の芸術の祭典。昨年の天草市に続いて２回目の開催です。
　「700年の歴史に学び今を生きる！そして未来へ。」をコンセプトに、さまざまなステージ・展示・体験を
企画しました。人吉球磨だけでなく県内各地から子どもたちが出演するステージや、地元の子どもたちの力
作がそろう作品コンクールの展示など、子どもたちの素晴らしい芸術活動をぜひご覧ください。

　音楽と伝統芸能で人吉球磨の歴史と文化を表現
するステージは６部構成。それぞれの場面の導入
では、人吉東小の５・６年生が子ども芸術祭のた
めに作曲された合唱曲を歌います。作曲を担当し
た音楽家と作詞を担当した演出家の直接指導も受
けながら、本番に向けて練習に励む児童たち。情
感たっぷりに人吉の歴史を歌い上げます。

　鬼木町の伝統芸能「鬼木臼太鼓踊り」では、大
人が担当する頭

かしら

、関
せき

、脇
わき

を中・高生が担当します。
本来大人と子どもが踊る臼太鼓踊りですが、鉦

かね

打
ちだけでなく全てのパートを子どもだけで踊るの
は長い歴史の中で初めてのこと。同踊り保存会メ
ンバーの熱血指導のもと、若き伝統文化の担い手
として週２回の練習を続けています。

問合せ　「くまもと子ども芸術祭2014 in 人吉」地域実施委員会事務局
　　　　（カルチャーパレス内　☎２４－３３１１）

「くまもと子ども芸術祭」は子どもたちが主役の
芸術の祭典です！

人吉東小学校

鬼木町子供臼太鼓踊り

本
番
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
は
猛
練
習
！

こじょう    まい
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

安全な水　おいしい水　ひとよしの水
　自然環境に恵まれた人吉市には、湧水を水源とする茂ケ野水源地と古仏頂水源地、井
戸水を水源とする井ノ口水源地があります。どの水源地も地下水で、適度なミネラル分
を含んだおいしい水です。
　この水を安心して飲んでいただくために、市水道局では法令に定められた各種の水質
項目について定期的な検査と１日１回の簡易検査を行っています。検査の結果、水質は
極めて良好だという結果が出ています。
　また、５月中旬に各水源地で採水し、放射性物質のヨウ素131、セシウム134、セシ
ウム137の３項目について検査を行いました。検査の結果、どの水源からも放射性物質
は検出されませんでした。詳しくは市ホームページに掲載していますのでご覧ください。
問合せ　市上水道課（☎２２－５４９７）

主な検査結果（平成26年４月現在）

水質項目 おいしい水の条件 茂ケ野
水源地

古仏頂
水源地

井ノ口
水源地 備　　　考

蒸発残留物 30 ～ 200mg/ℓ 88 70 79 主にミネラルの含有量を示す。量が多いと苦み渋みが増し、適度に含
まれるとこくのあるまろやかな味がする。

硬度 10 ～ 100mg/ℓ 37 26 54 ミネラル中のカルシウム、マグネシウムの含有量を示す。硬度の低い
水は飲みやすく、高いとくせがでてくる。

臭気度 ３以下 0 0 0 水源の状況により、さまざまな臭いが付くと不快な味がする。

残留塩素 0.4mg/ℓ以下 0.4以下 0.4以下 0.4以下 水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味を悪くする。

水温 最高20℃以下 16℃ 15℃ 13℃ 水温が高くなると、あまりおいしくなくなる。冷やすことでおいしく
飲める。

医療機関 電話
子宮頸がん健診

20歳以上偶数年齢
マンモグラフィ

40歳以上偶数年齢

乳房超音波検診
30 ～ 39歳

40歳以上奇数年齢
愛甲産婦人科ひふ科医院 ☎ 22-4020 ○ － ○
河野産婦人科医院 ☎ 24-3838 ○ － ○
瀬戸産婦人科医院 ☎ 23-2137 ○ － ○
田中クリニック ☎ 22-7222 － － ○
辻胃腸科心療内科 ☎ 24-2777 － － ○
手塚医院 ☎ 22-5271 － － ○
外山胃腸病院 ☎ 22-3221 － － ○
人吉中央温泉病院 ☎ 24-2854 ○ － －
人吉リハビリテーション病院 ☎ 24-6111 － － ○
やまぐちマタニティ ☎ 24-2738 ○ ○ ○
人吉医療センター（総合病院） ☎ 22-7070 ○ ○ ○

　市民健診を申し込んだ方に、６月中旬に問診票を送っています。下表の医療機関に電話で予約をしてから受診して
ください。
受診期間　７月１日(火) ～ 12月27日(土)※休診日を除く
※検診項目に○印がある医療機関で検診を実施します。
※検診車での検診は11月に実施します。
問 合 せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

女性のための市民健診

世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。

vol.22

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

　

一い
っ
し
ょ
う
ち

勝
地
駅
の
次
は
球

き
ゅ
う
せ
ん
ど
う

泉
洞
駅
で

す
。
こ
の
駅
は
昭
和
22
年
３
月
に

大お
お
さ
か
ま

坂
間
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た

が
、
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
Ｊ

Ｒ
が
発
足
し
た
翌
年
の
昭
和
63
年

３
月
に
現
在
の
駅
名
に
な
り
ま
し

た
。
鍾
乳
洞
で
有
名
な
球
泉
洞
、

球
磨
川
下
り
（
急
流
コ
ー
ス
）
着

船
場
の
最
寄
り
駅
で
す
。

　

続
い
て
列
車
は
球
磨
川
沿
い
を

走
り
、
白し

ろ
い
し石
駅
に
到
着
し
ま
す
。

こ
の
駅
は
葦
北
郡
芦
北
町
大
字
白

石
に
あ
り
、
対
岸
は
球
磨
郡
球
磨

村
。
開
業
は
明
治
41
年
６
月
１
日

で
す
。
八
代
・
坂
本
・
一
勝
地
・

渡
・
人
吉
と
と
も
に
川
線
開
業
時

か
ら
あ
る
駅
の
一
つ
。
木
造
平
家

建
、
屋
根
は
切き

り
づ
ま妻
で
桟さ

ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
、
梁

間
４
間
、
桁
行
９
間
半
、
外
壁
は

下し
た
み
い
た
ば
り

見
板
張
と
漆し

っ
く
い喰

で
、
ほ
か
の
肥

薩
線
木
造
駅
舎
と
共
通
し
た
構
造

で
す
。

　

明
治
40
年
５
月
２
日
の
九
州
日

日
新
聞
に
は
、
帝
国
鉄
道
庁
鹿
児

島
出
張
所
に
よ
る
白
石
駅
建
設
の

入
札
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
日
本
鉄
道
請
負
業
史　

明
治
篇へ

ん

』

に
よ
れ
ば
駅
周
辺
の
土
木
工
事
は

久
米
組
が
落
札
し
て
い
ま
す
が
、

現
場
で
一
騒
動
が
あ
り
、
そ
の
後

間は
ざ
ま

組
が
施
工
し
た
と
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
駅
舎
も
間
組
が
建
設
し
た

の
か
は
不
明
で
す
。

　

現
在
は
無
人
駅
で
す
が
、
い
つ

訪
れ
て
も
駅
舎
は
き
れ
い
に
清
掃

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺

に
は
民
家
な
ど
も
な
く
通
常
は
物

静
か
で
す
が
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
や
九
州

横
断
特
急
も
停
車
す
る
駅
で
す
。

明
治
や
大
正
期
の
書
物
に
は
駅
周

辺
に
旅
館
や
料
理
屋
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
鉄
道

と
駅
の
存
在
が
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
物
語
る

も
の
は
な
く
な
り
、
球
磨
川
に
沿

う
深
い
渓
谷
に
静
か
に
た
た
ず
む

白
石
駅
。
今
も
百
年
前
の
姿
の
ま

ま
で
、
人
々
の
往
来
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

深
い
渓
谷
に
た
た
ず
む

川
線
木
造
駅
舎
の
代
表
格

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

D51復活運行に向けた署名にご協力ください！詳しくはこちら→　肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

白石駅

▲駅名を変更し、建て替えられた球泉洞駅
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

▲現在は吉松駅に保存されているＣ
5552号蒸気機関車

ひ
と
よ
し
〝

か
が
や
き
〟

づ
く
り

ト
ー
ク
今
年
も
開
催

　

市
長
が
公
民
館
な
ど
に
お
じ
ゃ

ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
語
り
合
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
程

○
７
月
7
日
㈪
午
後
７
時
～

　
　
　
　
　
　
　

鬼
木
町
公
民
館

○
７
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

田
野
活
性
化
セ
ン
タ
ー

国営川辺川総合土地改良事業についての
お知らせとお願い

里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の

里
親
制
度
説
明
会

　

児
童
虐
待
や
経
済
的
な
理
由

で
、
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
に

代
わ
っ
て
育
て
る
方
を
「
里
親
」

と
い
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
新
た
に
里
親
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
里
親
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
里
親
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
里
親
に

関
心
が
あ
る
方
、
里
親
を
希
望
す

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
７
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
大
会
議

室内
容　

制
度
説
明
、
個
別
相
談

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

県
子
ど
も
家
庭

福
祉
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
２
８
）

これまでの経緯　
　国営川辺川総合土地改良事業は、球磨川北部（人吉市、
錦町、あさぎり町、多良木町、相良村、山江村）の農地
などを対象に、川辺川を水源とした農業水利の整備、農
地造成、区画整理を目的に昭和58年度に開始しました。
　平成24年１月に関係６市町村長が川辺川からの利水
を断念して以降、国、県、関係市町村などが参加する行
政連絡会議で検討を重ねましたが、平成25年８月に川
辺川を水源とする国営の一体的な利水計画は断念するこ
とにしました。国営造成農地の水手当は国営事業で対応、
国営造成農地以外の受益地への水手当は現地状況に応じ
て補助事業で対応することにしました。
　関係６市町村長からは、国に対して収束に向けた予算
確保を要請しました。国は平成26年度の予算を確保し、
利水事業の廃止と農地造成事業・区画整理事業の計画変
更を行うために必要な調査などを始めています。
要望提出のお願い
　川辺川から水田・畑に用水補給を行う利水事業は廃止
となりましたが、今後、受益農家の皆さんの要望を踏ま
えながら現地状況に応じて補助事業などを検討していま
す。関係農家の皆さんからのご意見、ご要望をお寄せく
ださい。
提出方法　電話でお伝えください。
提出期限　７月15日(火)
問 合 せ　市農林整備課
　　　　　（☎２２－２１１１内線５１２１）

ミ
ツ
バ
チ
の
農
薬
被
害
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

ミ
ツ
バ
チ
は
蜂
蜜
の
採
取
は
も

ち
ろ
ん
、
果
樹
や
メ
ロ
ン
、
ス
イ

カ
な
ど
の
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

農
薬
散
布
の
と
き
は
、
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

県
農
業
技
術
課
（ 

☎

０ 

９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１
）、

球
磨
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振

興
課
（
☎
㉔
４
１
２
９
）

募
　
　
集

第
一
中
学
校
体
育
館
玄
関
は

９
月
か
ら
使
え
ま
せ
ん

　

第
一
中
学
校
は
プ
ー
ル
改
築
工

事
の
た
め
、
９
月
１
日
㈪
か
ら
平

成
27
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
体
育
館

玄
関
が
使
え
ま
せ
ん
。
工
事
期
間

は
校
舎
側
入
り
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
の
住
宅
改
造
費
を

助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
環
境
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
住
宅
改
造
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

本
市
に
住
居
が
あ
り
、

原
則
と
し
て
介
護
保
険
法
の
「
要

介
護
等
認
定
」
を
受
け
た
65
歳
以

上
の
方
（
所
得
要
件
あ
り
）

助
成
金　

対
象
経
費
の
50
万
円
ま

で対
象
工
事　

手
す
り
設
置
、
段
差

解
消
、
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

夏
の
番
組

　

７
月
８
日
㈫
か
ら
「
マ
ン
ボ
ウ

君
～
ふ
ん
わ
り
宇
宙
へ
～
」
を
投

影
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ　

海
の
中
か
ら
魚
の
マ

ン
ボ
ウ
君
が
空
を
見
て
思
い
ま
し

た
「
空
の
色
は
海
の
色
と
同
じ
。

僕
も
あ
そ
こ
で
泳
げ
る
か
も
し
れ

な
い
」。
大
き
な
ロ
ケ
ッ
ト
が
空

を
飛
び
上
が
っ
て
い
く
様
子
を
ま

ね
し
て
宇
宙
へ
飛
び
出
し
ま
す
。

投
影
時
間

火
・
木
曜
＝
午
後
２
時
～

土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～

※
８
月
１
日
㈮
～
17
日
㈰
は
毎
日

（
休
館
日
を
除
く
）
午
前
11
時
と

午
後
２
時
の
２
回
投
影
し
ま
す
！

料
金

高
校
生
以
上
＝
２
１
０
円

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

未
就
学
児
＝
無
料

※
障
が
い
者
、
付
き
添
い
の
方
は

半
額
。

※
８
月
５
日
㈫
～
10
日
㈰
は
子
ど

も
芸
術
祭
共
催
の
た
め
高
校
生
以

下
は
無
料
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

元
気
に
省
エ
ネ
！ 

人
吉
の
夏

　

７
月
に
な
り
、
人
吉
の
夏
も
本

番
で
す
。
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付

け
な
が
ら
、
知
恵
を
生
か
し
て
夏

の
節
電
・
省
エ
ネ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

例○
す
だ
れ
、
よ
し
ず
、
打
ち
水
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
涼
し
い

蚊
や
ハ
エ
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

　

発
生
源
と
な
る
水
た
ま
り
を
無

く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
側
溝
な
ど
水
が
た
ま
り
や
す
い

　

場
所
は
定
期
的
に
清
掃
し
て
流

　

れ
を
よ
く
す
る
。

②
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
瓶
、

　

空
き
缶
な
ど
水
が
た
ま
る
物
は

　

片
付
け
る
。

③
防
火
用
水
な
ど
水
を
た
め
て
お

　

く
施
設
は
ボ
ウ
フ
ラ
を
食
べ
る

　

金
魚
な
ど
を
飼
う
。

ハ
エ
を
発
生
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

　

ハ
エ
が
産
卵
す
る
生
ご
み
や
汚

物
、
動
物
の
死
体
な
ど
を
放
置
し

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
ご
み
置
き
場
は
清
潔
に
保
つ
。

　

臭
い
が
残
っ
て
い
る
と
ハ
エ
が

　

飛
ん
で
く
る
の
で
汚
水
も
洗
い

　

流
す
。

②
ハ
エ
の
大
発
生
は
動
物
の
死
体

　

が
原
因
の
場
合
が
多
い
の
で
、

　

死
体
を
探
し
て
片
付
け
る
。

③
犬
や
猫
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責

「
家
族
の
日
・
家
族
の
週
間
」

作
品
募
集

　

11
月
第
3
日
曜
の「
家
族
の
日
」

と
そ
の
前
後
の
「
家
族
の
週
間
」

に
ち
な
み
、
子
育
て
を
支
え
る
家

族
と
地
域
の
大
切
さ
を
表
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

写
真
、
手
紙
・
メ
ー

ルテ
ー
マ　

子
育
て
家
族
の
絆
、
地

域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

募
集
区
分　

小
学
生
の
部
、
中
・

高
校
生
の
部
、
一
般
の
部

募
集
期
限　

９
月
８
日
㈪

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
内
閣

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
8.cao.go.jp

/
sh

o
u

sh
i/sh

o
u

sh
ik

a
/

fam
ily/index.htm

l

夏
休
み
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト

吉
松
駅
で
Ｓ
Ｌ
を
描
こ
う
！

期
日　

８
月
10
日
㈰
※
雨
天
決
行

時
間　

午
前
９
時
集
合

行
程　

人
吉
駅
↓
い
さ
ぶ
ろ
う
号

乗
車
↓
吉
松
駅
で
ス
ケ
ッ
チ
・
見

学
↓
し
ん
ぺ
い
号
乗
車
↓
人
吉
駅

対
象　

小
学
３
～
６
年
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

弁
当
、飲
み
物
、

絵
を
描
く
道
具
（
画
用
紙
と
画
板

は
主
催
者
側
が
準
備
し
ま
す
）

申
込
方
法　

人
吉
商
工
会
議
所
に

あ
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

７
月
７
日
㈪
～
25
日

㈮
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
合
せ　

人
吉
鉄
道
観
光
案

内
人
会　

岡
本
さ
ん
（
☎
㉒

１
８
２
６
）

※
こ
の
事
業
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未

催 

し 

物

○
７
月
17
日
㈭
午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

上
戸
越
町
公
民
館

※
今
後
の
日
程
は
広
報
ひ
と
よ
し

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ　

市
総
務
課
秘
書
広
報
係

へ
の
変
更
な
ど

※
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。
必
ず

着
工
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
介
護

保
険
係

工
夫
を
す
る
。

○
球
磨
川
や
鹿
目
の
滝
、
大
野
渓

谷
な
ど
涼
し
い
場
所
で
天
然
の

ク
ー
ラ
ー
を
楽
し
む
。

○
電
気
や
ガ
ス
を
使
わ
な
い
省
エ

ネ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
地
元
の
食
材
を

お
い
し
く
食
べ
る
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

任
を
持
っ
て
片
付
け
る
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

「
家
族
の
時
間
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
は
、
今
年
度
も
観
光
庁
が
実

施
す
る
事
業
「
家
族
の
時
間
づ
く

り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
独

自
の
休
日
を
設
定
し
て
大
人
と
子

ど
も
の
休
暇
を
合
わ
せ
、
地
域
ぐ

る
み
で
家
族
の
時
間
を
つ
く
り
出

す
取
り
組
み
で
す
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
10
月

９
日
㈭
を
休
み
と
し
ま
す
。
ま
た

10
月
11
日
㈯
～
13
日
㈪
の
３
連
休

も
含
め
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
自
治
支

援
係

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

来
遺
産
「
レ
ク
サ
ス
特
別
賞
」
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。
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※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

７
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布
、
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

２
㈬

３
㈭

4
㈮

５
㈯
相
良
藩
子
ど
も
塾 
肥
薩
線
を
巡
る

徒
歩
の
旅

６
㈰
人
吉
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
、
七
夕
ま
つ
り
（
CP
）

７
㈪
“
か
が
や
き
”
づ
く
り
ト
ー
ク
（
鬼

木
町
公
民
館
）、
御
下
の
乱
追
悼
式

（
供
養
碑
前
）

８
㈫

９
㈬

10
㈭

11
㈮
“
か
が
や
き
”
づ
く
り
ト
ー
ク
（
田

野
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

12
㈯

13
㈰

14
㈪

15
㈫
広
報
配
布

16
㈬

17
㈭
“
か
が
や
き
”
づ
く
り
ト
ー
ク
（
上

戸
越
公
民
館
）

18
㈮

19
㈯

20
㈰

21
㈪
海
の
日

22
㈫

23
㈬

24
㈭

25
㈮

26
㈯

27
㈰

28
㈪

29
㈫

30
㈬

31
㈭

健　
　

康

愛
の
献
血
♥

◆
７
月
22
日
㈫

【
球
磨
地
域
振
興
局
】

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

◆
７
月
24
日
㈭

【
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
中
央
消

防
署
】

・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
７
月
29
日
㈫

【
人
吉
建
設
会
館
】

・
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

・
午
後
０
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

税
・
料
金

病
後
児
一
時
預
か
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

講
座
・
教
室

　

病
後
児
保
育
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講

座
で
す
。

日
時　

８
月
27
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後

５
時

８
月
28
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後

４
時

８
月
29
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

か対
象
者　

市
内
在
住
で
子
ど
も
が

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
23
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　

散
歩
「
山
田
川
散
策
」

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
　

９
５
６
６
）

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

東
西
コ
ミ
セ
ン
短
期
講
座

「
地
域
の
安
全
を
考
え
る
会
」

内
容　

現
状
報
告
と
夏
休
み
の
く

ら
し
方

期
日　

７
月
16
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
（
受
け

付
け
は
午
後
１
時
～
）

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

東
西
コ
ミ
セ
ン
に
あ

る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

７
月
12
日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

東
西
コ
ミ
セ
ン

（
☎
㉘
３
２
３
０
）

法
教
育
な
る
ほ
ど
セ
ミ
ナ
ー

　

熊
本
県
弁
護
士
会
が
、
法
に
関

す
る
原
理
・
原
則
に
つ
い
て
劇
な

ど
で
学
ぶ
小
・
中
学
生
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

８
月
23
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
（
２
～

３
時
間
程
度
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

受
講
料　

無
料

創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

　

創
業
（
開
業
）
を
予
定
し
て
い

る
方
や
開
業
し
て
間
も
な
い
方
を

対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

入
門
編

日
時　

７
月
17
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

内
容　

創
業
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
基
礎
知
識
、
事
業
ア
イ
デ
ア
の

見
つ
け
方
・
考
え
方
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
基
礎
知
識

受
講
料　

無
料

実
践
編

日
時　

７
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
５
時

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
具
体

的
内
容
の
作
成
方
法
、
創
業
支
援

機
関
の
活
用
方
法
、
税
務
・
会
計

の
基
礎
知
識

受
講
料　

５
０
０
円

入
門
編
・
実
践
編
共
通

場
所　

人
吉
商
工
会
議
所

定
員　

各
20
人
（
先
着
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者
・
世
帯
主
も

連
帯
し
て
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
す
る
こ
と

で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
申
請
の
受

け
付
け
は
７
月
か
ら
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５ 　

６
１
２
３
）、
市
保

険
年
金
課
国
保
年
金
係

相　
　

談

身
近
な
法
律
問
題
相
談
会

（
無
料
相
談
会
）

　

日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
法
律

問
題
に
つ
い
て
、
熊
本
県
青
年
司

法
書
士
会
が
無
料
で
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

期
日　

７
月
12
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

面
接
で
の
相
談　

熊
本
県
司
法
書

士
会
館
２
階(

熊
本
市
中
央
区
大

江
４
丁
目
４
番
34
号)

電
話
で
の
相
談　

☎
０
９
６
‐

３
６
４
‐
０
８
０
０

問
合
せ　

司
法
書
士　

小
柳 

亮
幸
さ
ん
（
☎
０
９
６
８　

０
１
８
０
）

24
時
間
借
金
・
生
活
保
護

１
１
０
番

　

借
金
の
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
方
や
生
活
保
護
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
方
に
向
け
、
熊
本
県
青

年
司
法
書
士
会
が
無
料
で
相
談
を

受
け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈮
午
後
４
時
～

26
日
㈯
午
後
４
時
※
24
時
間
い
つ

で
も
相
談
を
受
け
ま
す
。

面
接
で
の
相
談　

熊
本
県
司
法
書

士
会
館
２
階(

熊
本
市
中
央
区
大

江
４
丁
目
４
番
34
号)

電
話
で
の
相
談　

☎
０
９
６
‐

３
６
４
‐
０
８
０
０

問
合
せ　

司
法
書
士　

川
越 

吉

紘
さ
ん
（
☎
０
９
６
‐
２
８
８
‐

０
７
０
７
）

パ
ソ
コ
ン
よ
ろ
ず
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
が
遅
い
、
印
刷
が
で

き
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
ら
な
い
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
・
悩
み
ご
と
・
故
障
に
つ
い

て
な
ん
で
も
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
程　

７
月
中
の
毎
週
火
・
木
曜

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
予
約
制
）

料
金　

１
時
間
千
円
（
解
決
し
な

か
っ
た
場
合
は
無
料
）

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
時
間
を

確
認
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の

経
営
相
談
室

相
談
内
容　

経
営
、
融
資
、
税
務

に
関
す
る
こ
と

対
象
者　

生
活
衛
生
関
係
営
業
者

（
飲
食
業
、食
肉
販
売
業
、理
容
業
、

美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆

浴
場
業
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど
）

と
独
立
開
業
を
予
定
の
方

期
日　

７
月
14
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

（
無
料
相
談
会
）

　

住
宅
・
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

期
日　

７
月
19
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
※

予
約
不
要

会
場　

●
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

10
階
会
議
室
８
（
熊
本
市
中
央
区

手
取
本
町
８
番
９
号
テ
ト
リ
ア
く

ま
も
と
ビ
ル
）
※
面
談
の
み

●
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

館
（
熊
本
市
中
央
区
渡
鹿
３
丁
目

14
番
21　

☎
０
９
６
‐
３
７
２
‐

５
０
３
１
）
※
面
談
・
電
話

●
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

３
階
中
会
議
室
（
八
代
市
新
町
５

番
20
号
）
※
面
談
の
み

問
合
せ　

司
法
書
士　

山
崎 

隆

弘
さ
ん
（
☎ 

０ 

９ 

６
‐
２
８
５

‐
１
１
２
０
）、
土
地
家
屋
調

査
士　

嶋
崎 

恵
一
さ
ん
（
☎

０
９
６
‐
２
８
８
‐
３
３
４
７
）

労
務
管
理
と
経
営
の
相
談

相
談
内
容　

事
業
主
と
従
業
員
の

個
別
労
働
紛
争
（
解
雇
、
賃
金
未

払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）、
売
上

特
定
健
診
の
申
し
込
み

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　

特
定
健
診
の
実
施
は
８
月
ま
で

で
す
。
健
診
は
、
あ
な
た
の
体
の

こ
と
を
知
る
唯
一
の
手
段
で
す
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

好
き
な
方
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
協
力
会
員
・
両
方
会
員

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

２
０
０
円
別
途
）

申
込
締
切　

８
月
８
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
㉒
９
１
９
２
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
弁
護

士
会
（
☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐

０
９
１
３　

℻
０
９
６
‐
３
２
５

‐
０
９
１
４
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kum
aben.or.jp/

申
込
期
限　

７
月
11
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議

所
（
☎
㉒
３
１
０
１
）

減
少
や
利
益
率
の
低
下
・
借
入
金

返
済
な
ど
の
経
営
課
題

期
日　

平
成
27
年
３
月
ま
で
の
毎

月
第
４
水
曜

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
制
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
社
会

保
険
労
務
士
会
（
☎
０
９
６
‐

３
２
４
‐
１
１
２
４
）

場
所　

人
吉
保
健
所

問
合
せ　

熊
本
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐

３
６
２
‐
３
０
６
１
）

特定健診受診申込率（５月31日現在）

校区 対象者(人) 受診申込(人) 受診申込率
東 1,687 698 41％
西 1,380 543 39％

東間 1,176 568 48％
西瀬 1,149 470 41％
中原 1,348 599 44％
大畑 409 173 42％
合計 7,149 3,051 43％

対
象
者　

40
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

健
診
会
場　

医
療
機
関

申
込
方
法　

①
申
込
書
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送

②
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係　

69
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職員の初任給（平成 26 年４月１日現在）
区　分 人吉市 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円
短大卒 152,800 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

◎職員の給与
平成 25 年度　職員給与費の状況（普通会計決算見込額）

職員数
給　与　費 １人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
284 人 10 億 4,236 万円 1 億 2,739 万 4 千円 3 億 9,129 万 9 千円 15 億 6,105 万 3 千円 549 万 7 千円

（注）「地方財政状況調査表」報告数値による。職員手当は退職手当を含まない。

職員の平均給与、平均年齢（平成 26 年４月１日現在）
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
317,531 円 336,491 円 42.2 歳

（注）平均給与は期末・勤勉手当を含まない。

退職手当（平成 26 年３月 31 日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.03 月分 定年 28.7875 月分
勧奨 30.87 月分

勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分

そのほかの加算措置 制度なし
定年前早期退職

特別措置
（２～ 45％加算）

退職時特別昇給 なし
平均支給額 1,924 万 7 千円

（注）退職手当の平均支給額は、平成 25 年度に退職した    
         全職種に係る職員に支給された１人当たりの平均額

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成 26 年４月１日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 252,200 円 290,100 円 341,633 円
高校卒 207,000 円 260,100 円 294,233 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいう。

一般行政職の級別職員数（平成 26 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容
主事

技師

主事 (高) 

技師 (高)

係長

主任

課長
課長補佐

主幹
主席

課長 (困)

課長補佐 (高)

部長
次長
参事

部長 (高) 

職員数（人） 13 32 99 66 48 12 6 276
構成比（％） 4.7 11.6 35.9 23.9 17.4 4.3 2.2 100

（注）(高)は高度な業務、(困)は困難な業務。　※構成比については端数処理
　

市
職
員
の
数
と
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
職
員

の
給
与
は
、
職
務
の
内
容
、
国
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（注）「退職」は平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日、「採用」は平成 25 年４月２日～平成 26 年４月１日の間の数

部門別職員数（各年度４月１日現在）

区　分
職員数

増減 主な増減理由
平成 26 年度 平成 25 年度

一般行政

議　会 6 6 0
総　務 84 84 0
税　務 25 25 0
民　生 34 34 0
衛　生 23 23 0
労　働 0 ０ 0
農林水産 24 25 △ 1 農林水産部門の事業量に応じた配置見直し
商　工 15 16 △ 1 商工一般部門の事業量に応じた配置見直し
土　木 33 32 1 土木部門の事業量に応じた配置見直し
小　計 244 245 △ 1

特別行政 教　育 38 39 △ 1 文化財保護部門の事業量に応じた配置見直し

公営企業など

水　道 17 17 0
下水道 8 8 0
その他 26 26 0
小　計 51 51 0

合　計 333 335 △ 2

職員数
平成 25 年４月１日

現在の職員数
平成 25 年度中の異動 平成 26 年４月１日

現在の職員数退　職 採　用 派遣・人事交流
335 人 ９人 ７人 ０人 333 人

（参考）５年前・10 年前の職員数
平成 21 年

４月１日現在
平成 16 年

４月１日現在
346 人 382 人

◎職員の任免と職員数

（平成 25 年度中）
区　分 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 0
職務上の義務に違反し

または職務を怠った場合 0

全体の奉仕者たるに
ふさわしくない非行があった場合 0

上記処分に伴う管理職の
管理監督責任による場合 0

合　計 0 0 0 0 0
（注）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、　　

　　　　　その責任を追及して行う不利益処分のこと。

◎職員の懲戒処分
（平成 26 年４月１日現在）

区　分 給料（報酬）月額 期末手当
市　長 683,200 円

年間
2.95 月分

６月期＝ 1.40 月分
12 月期＝ 1.55 月分

副市長 587,700 円
常勤監査委員 412,300 円

教育長 515,850 円
議　長 405,000 円
副議長 370,000 円
議　員 347,000 円

◎特別職の報酬

時差出勤
部　署　名 勤務日時 実施理由

税務課、納税課、契約管財課（情報システム係）、
福祉課、高齢者支援課、保険年金課、市民課（市民係）

木曜日
10:15 ～ 19:00

窓口の開庁時間延長に対応
するため、当番職員に適用

勤務時間
勤務時間 休憩時間 週休日

8:30 ～ 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日
※７時間 45 分／１日、38 時間 45 分／１週間

◎職員の勤務時間と勤務条件

職員手当（平成 26 年４月１日現在）
期末・勤勉手当
（国と同じ） 年間 3.95 月分

扶養手当
（国と同じ）

配偶者       13,000 円
その他の扶養親族 １人 6,500 円

通勤手当
（国と同じ）

交通機関・自動車などを利用する場合、
距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円

住居手当
（国と同じ） 借家の限度額 27,000 円

特殊勤務手当
（国と異なる）

税務手当・社会福祉業務手当・選挙事
務手当など

人
吉
市
職
員
の
数
と
給
与

　平成 26 年度の市職員採用試験に関す
るお知らせは、広報ひとよし７月 15 日
号に掲載します。

　ここに掲載したものは公表資料の一部です。
　詳しくは市の掲示板と市ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。

【問合せ】
市総務課職員係（☎２２– ２１１１内線２１１２）
市ホームページ
http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

市職員採用試験のお知らせ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２–２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係

（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

この本よかばい！

児童

一般

連絡先を忘れずに

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

    (

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
聞
の
訪

問
販
売
に
関
す
る
相
談
が
毎
年
約
1
万
件

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
高
齢
者
は
、

長
期
間
の
契
約
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

①
12
年
先
ま
で
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
、
解

　

約
を
希
望
す
る
と
特
典
の
景
品
代
を
請

　

求
さ
れ
た

②
新
聞
の
勧
誘
と
告
げ
ら
れ
ず
に
訪
問
さ

　

れ
、
強
引
に
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
て
し

　

ま
っ
た

③
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
だ
と
言
わ
れ
て
サ
イ

　

ン
し
た
が
、
新
聞
の
購
読
契
約
書
だ
っ

　

た
悪
質
な
勧
誘
の
手
口

①
高
齢
者
に
長
期
契
約
や
数
年
先
か
ら
始

　

ま
る
購
読
契
約
を
勧
め
て
く
る

②
景
品
表
示
法
の
告
示
で
定
め
ら
れ
た
上

　

限
以
上
の
景
品
で
勧
誘
し
て
く
る

③
勧
誘
時
に
は
中
途
解
約
で
き
る
と
説
明

　

す
る
が
、
解
約
を
認
め
ず
高
額
な
解
約

　

料
を
請
求
し
て
く
る

④
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
訪
問
し
、
強
引

　

に
契
約
を
迫
っ
て
く
る

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
長
期
契
約
や
数

　

年
先
か
ら
の
契
約
は
避
け
る

②
不
用
意
に
ド
ア
を
開
け
ず
、
き
っ
ぱ
り

新
聞
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル

　

断
る

③
サ
イ
ン
を
す
る
前
に
購
読
契
約
書
の
契

　

約
期
間
な
ど
を
よ
く
確
認
す
る

④
高
額
な
景
品
に
つ
ら
れ
て
契
約
し
な
い

⑤
望
ま
な
い
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

を
す
る

⑥
高
齢
者
は
家
族
や
周
囲
が
見
守
る

　

新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
こ
と
で
お

悩
み
の
と
き
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

約
25
年
間
続
い
た
「
老
人
保
健
制
度
」

に
代
わ
り
平
成
20
年
度
に
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」。
制

度
が
始
ま
る
前
後
は
、「
後
期
高
齢
者
」

と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
や
、
制
度
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
制
度

が
浸
透
し
理
解
も
深
ま
っ
て
き
た
せ
い

か
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
批
判
を
見
聞
き
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
本
当
に
分
か
り

や
す
い
制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
病
院
に
行
っ
て
保
険
証
を
提
示
し
、

診
察
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
病
院
が
計
算

し
た
診
療
代
を
支
払
い
、
処
方
箋
を
受
け

取
っ
て
調
剤
薬
局
に
行
く
」
と
い
う
一
連

の
行
為
は
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

で
も
同
じ
で
す
の
で
決
し
て
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
は
他
の
保
険
と
は
明
ら
か
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
保
険
料
は
世
帯
単
位
で
判
定

す
る
軽
減
措
置
を
除
く
と
、
基
本
的
に
一

人
一
人
の
所
得
で
計
算
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
後
期
高
齢
者
同
士
の
夫
婦
間
で
保
険

料
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

こ
れ
に
対
し
医
療
費
は
、
世
帯
ご
と
に

負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

夫
婦
間
で
負
担
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
証
は
1
人
１
枚
ず
つ
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
各
種
手
続
き
は
世
帯
で

は
な
く
個
人
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
以
降
は
、
身
近
な
話
を
中
心
に

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
制
度
の
内
容
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

新
刊
案
内 (

６
月
の
新
刊
か
ら)

問 図書館　☎２４–３５１８

７月の休館日
７日、14日、22日、28日

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）、年末年始（12

月29日～１月３日）

いつもみんなを笑わせ
てくれるゆずちゃん大
好き♡

抱っこ大好き。甘えん
坊です

じいじ、ばあば、また
遊んでね。大好き

井
い が わ

川 柚
ゆ ず の

乃ちゃん堀
ほり

 向
あ た る

琉ちゃん廣
ひろすえ

末 奈
な こ

子ちゃん

５カ月（南泉田町）７カ月（瓦屋町）９カ月（南泉田町）
平成26年１月７日生平成25年11月30日生平成25年９月30日生
智貴パパ・有香ママ照巨パパ・千晃ママ　好信パパ・信代ママ

小川 靖彦／角川選書

万葉集と日本人

「小学生はこれを読め！」
編集委員会 ／北海道新聞社

小学生はこれを読め！

　

日
本
最
古
の
歌
集「
万
葉
集
」

は
、
時
代
ご
と
の
考
え
方
や
感

じ
方
を
強
く
反
映
し
て
解
釈
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
「
万
葉
集
」
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の

読
み
方
に
表
れ
る
日
本
人
の
心

の
歴
史
を
た
ど
り
、
万
葉
集
の

魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　

書
店
員
な
ど
本
を
愛
す
る
大

人
た
ち
に
よ
る
小
学
生
の
た
め

の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
で
す
。「
子

ど
も
の
気
持
ち
に
一
番
近
い
大

人
た
ち
が
選
ぶ
こ
の
３
冊
」
を

紹
介
す
る
ほ
か
、
お
す
す
め
リ

ス
ト
、
作
家
や
児
童
文
学
者
の

寄
稿
も
収
録
。
選
書
の
手
引
き

と
し
て
重
宝
す
る
一
冊
で
す
。

漫画:谷沢 直
監修:沖 守弘／

ポプラ社 佐藤 和
あい

さん

今
月
の
紹
介
者

井ノ口町

　
私
は
、
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
図

書
館
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
に
は
い
ろ
い
ろ
な
本
が
あ
っ

て
、
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
私
の
好
き
な
本
は
伝
記
で
す
。
昔

の
え
ら
い
人
、
す
ご
い
才
能
の
人
、
大

発
見
を
し
た
人
の
お
話
や
、
そ
の
時

代
の
暮
ら
し
も
分
か
っ
て
、
何
度
読
ん

で
も
面
白
い
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で
も

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
伝
記
は
、
私
の
大
好

き
な
本
で
す
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
た
っ

た
一
人
で
イ
ン
ド
に
行
き
、
ま
ず
し
い

人
た
ち
を
た
す
け
る
活
動
を
始
め
ま

す
。

　
知
ら
な
い
所
で
、
今
ま
で
に
な
い

事
を
始
め
る
の
は
、
と
て
も
ゆ
う
気

が
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

意
志
は
強
く
ど
ん
な
事
も
あ
き
ら
め

ま
せ
ん
。
や
が
て
、
そ
の
活
動
は
世

界
中
に
知
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
や
さ
し
さ
、
強
さ
、

大
き
な
あ
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

コミック版世界の伝記
マザー・テレサ

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！第

一
回

老人保健制度
( ～平成19年度）

後期高齢者医療制度
（平成20年度～）

加入する
医療制度

他の医療保険に加入し
ながら老人保健制度に
加入。

他の医療保険を離れ、
新しく後期高齢者医
療制度に加入。

保険証

他の医療保険の保険証
を世帯または１人１枚、
別に「老人医療受給者
証」を１人１枚交付。

後期高齢者医療制度
の保険証を１人１枚
交付。

老人保健制度と後期高齢者医療制度の比較
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夏の暑さをしのぐため 

この施設を「涼み処」 

としてご利用ください。 

夏の暑さをしのぐため
この施設を「涼み処」
としてご利用ください。

　

仕
事
柄
年
中
写
真
を
撮
り

ま
す
が
、
冬
場
の
撮
影
は
手

が
か
じ
か
む
も
の
。
そ
こ
で

私
が
愛
用
し
て
い
る
の
が
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
見
付
け

た
人
さ
し
指
と
親
指
だ
け

指
先
が
開
い
て
い
る
手
袋
で

す
。
カ
メ
ラ
の
ボ
タ
ン
や
ダ

イ
ヤ
ル
を
操
作
す
る
の
で
本

当
に
ぴ
っ
た
り
。
何
か
の
ス

ポ
ー
ツ
用
で
し
ょ
う
が
、
知

ら
ず
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
い
に
そ
の
正
体
が
判
明

し
ま
し
た
。
表
紙
撮
影
で
お

じ
ゃ
ま
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
手

に
、同
じ
手
袋
…
…
。
そ
う
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
の
手

袋
で
し
た
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

週に３日グラウンドゴルフ
の練習をされる相良町の老
人クラブのみなさん。５月
に開催された市老連の大会
では相良町Aチームが見事
団体優勝されました。

相良町老人クラブのみなさん

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

大
変
暑
く
な
り
ま
し
た
ね
。
毎
年

の
こ
と
で
す
が
、
熱
中
症
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
到
来
し
ま

す
。
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
や

り
た
い
、
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
た
い

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
と

想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
忙
し
い
親
と
し

て
は
な
か
な
か
そ
の
期
待
に
応
え
て

や
れ
ず
に
戸
惑
い
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
の
期
待
に
応
え
て
や
れ

な
か
っ
た
親
の
一
人
と
し
て
、
今
更

な
が
ら
反
省
し
き
り
の
昨
今
で
す
。

　

さ
て
、３
月
に
「
青
雲
の
志
事
業
」

で
渡
米
し
た
高
校
生
た
ち
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
く
れ
た
友
人
か
ら
、

夏
休
み
に
人
吉
で
は
ど
ん
な
体
験
が

で
き
る
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
早

速
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
川
泳
ぎ
（
今

や
川
で
泳
げ
る
な
ん
て
な
か
な
か
な

い
！
）、
農
家
体
験
、
ろ
く
ろ
体
験
、

刃
物
打
ち
体
験
、
町
内
の
夏
祭
り
な

ど
な
ど
書
き
連
ね
て
い
る
う
ち
に
、

「
い
や
ー
、
人
吉
に
は
面
白
い
遊
び

や
体
験
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
こ
ん
な

に
あ
る
ん
だ
な
ぁ
」
と
、
改
め
て
気

付
い
た
次
第
で
し
た
。
灯
台
下
暗
し

と
は
こ
の
こ
と
で
す
。

　

身
の
周
り
を
探
せ
ば
、
都
会
の
子

ど
も
た
ち
に
は
体
験
で
き
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
夏
休

み
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
人

吉
体
験
で
き
る
よ
か
機
会
で
す
。

熱中症予防には
「水分補給」と「暑さ対策」が大切です

涼み処
どころ

、始めました。

　７～８月は熱中症の発生がピークになります。熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です。
特に乳幼児や高齢者、障がい者は、周りが注意深く見守るようにしましょう。また、節電を意識しすぎて健康を害す
ることがないよう、適度に扇風機やエアコンを使って温度調節をしましょう。

▼ 熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能、暑さに対する
体の調整機能が低下しています。

▼のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分を補給し、暑さを感じなくても扇風機やエアコンを使って温度調整を
するように心がけましょう。

外出中に暑さを感じたら
下記の施設へ気軽にお立ち寄りください。（９月30日（火）まで）

ひとよしの涼み処

市役所 市役所別館

市保健センター 各校区コミセン

カルチャーパレス スポーツパレス

老人福祉センター
（湯るりんセンター）

総合福祉センター

九ちゃんクラブ

問合せ　市保健センター健康増進係
　　　　（☎２４－８０１０）

このポスターが目印です。

　人吉市と一緒に、市民の健康づくりのお手伝いをしていただける団体・企業などを募集します。まちのため、
仲間のため、あなたのために健康づくりを進めませんか？
事 業 内 容　市民と市が一体となって健康づくりを進めるため、団体・企業などと市で協定を締結します。
　　　　　　　⑴団体・企業の取り組み
　　　　　　　　①団体内での健康診査（特定健診、がん検診など）受診の推進

　　　　　　　②従業員や家族への健康づくり情報の提供
　　　　　　　③健康づくり講座の開催（年１回以上）
　　　　　　　④窓口へのポスター掲示など啓発活動への協力

　　　　　　　⑵市の取り組み
　　　　　　　　①健康づくり講座などへの講師派遣（保健師・栄養士など）

　　　　　　　②健康づくりに関する情報提供
　　　　　　　③協力団体・企業を広報ひとよしと市ホームページで紹介

　　　　　　　⑶そのほか
　　　　　　　市民の健康づくりについて、市長と協力団体代表者の皆さんとの意見交換会なども予定してい
　　　　　　　ます。
対 象 団 体　①市内に住所がある団体・企業
　　　　　　　②構成員の過半数が市内在住者の各種団体
　　　　　　　③市内の町内会
　　　　　　　④そのほか本協定の趣旨に沿う取り組みを行う団体・企業など　
応 募 方 法　市保健センターにある「人吉市笑顔と健康のまちづくり協定申込書」を提出してください。応

募に合わせ、順次協定を締結します。詳しくは市ホームページをご覧いただくかお問い合わ
せください。

応募・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

市民の健康づくりのパートナーとなっていただく
団体・企業を募集します!!

「人吉市笑顔と健康のまちづくり協定」協力団体募集
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
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町
16
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地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
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（
0966）

24-7869
編
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発
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役
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総
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球磨の民謡全国選手権大会実行委員会事務局
（人吉球磨広域行政組合広域観光課内　☎２３－３０８０）

申込み
問合せ

申込締切　８月８日（金）　※消印有効

【大会開催要項・申込書設置場所】
カルチャーパレス、市教育総務課（市
役所別館２階）

※市ホームページからダウンロードす
ることもできます。　　　市ホームページから 検 索球磨の民謡 で検索！

※大会に向けた事前練習を行う「民謡教室」を開講予定です。詳しくはお問い合わせください。

出
場
者
募
集
！

広
報
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